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むかしむかし、あるところに、おじいさんと　

おばあさんが　すんでいました。

おじいさんは　やまへ　しばかりに、

おばあさんは　かわへ　せんたくにいきました。



おばあさんが　かわで　せんたくをしていると、

かわの　うえのほうから、おおきな　ももが

どんぶらぶらぶらどんぶらこ～

どんぶらぶらぶらどんぶらこ～と　ながれてきました。

「これはまた　おおきくて　おいしそうな　ももじゃ。

おじいさんといっしょに　たべよう」と、いうと

おばあさんは　よっこらせっと　ひろって　おうちへ

もってかえりました。



よるになって、おじいさんが　やまから　いっぱい

しばをせおって　もどってきました。

「おばあさん　いまもどってきたよ。のどがかわいた

みずを　いっぱい　くれんかな」というと、

おばあさんは、

「おじいさん、みずより　いいものを　かわから

ひろってきたから、それを　いっしょに　たべんかえ」

と　いって、おくから　おおきな　ももを

よっこらせっと　だしてきました。



ふたりが　ももを　わろうとすると、

ももが　ぱかっとわれて、

なかから　かわいい　かわいい

おんなのこが、おぎゃ　おぎゃと　いって　うまれました。

おじいさんと　おばあさんは、

「こりゃ　たいへんじゃ　たいへんじゃ」と、

おおさわぎをしました。それから、

「このこは、ももから　うまれたから　ももひめと

なづけようか」と、おもいましたが、なぜか　しっくりきません。

そこで　おじいさんと　おばあさんは　いっしょうけんめい

なまえを　かんがえて　ゆあと　なづけました。



おじいさんと　おばあさんは、ふたりで　きょうりょくして、

ごはんや　おさかな　おにく　おやさいなど

いっぱい　たべさせると、ゆあは、

たべれば　たべるだけ、どんどんおおきくなりました。

そのうえ　とっても　ちからもちになり、

なんでも　すぐに　おぼえてしまう　あたまのいいこに

そだちました。

そんな　ゆあを　おじいさんと　おばあさんは、

すごく　かわいがって　いました。



あるひ　いちわの　からすが　ゆあの

うちのにわへ　きて、

「おにがしまの　おにがきて、あっちのむらや

こっちのむらで　おこめや　おかねを　とっていった。

かぁー　かぁー」と、なき　とんでいきました。

それをきくと　ゆあは、

おじいさん　おばあさんの　ところへいって、すわり

「おじいさん　おばあさん、おねがいがあります。

わたしも　おおきくなったので、わるさを　している　

おにがしまの　おにを　たいじしに　いきたいと

おもいます」と、たのみました。

おじいさんも　おばあさんも、

「おまえは　まだ　こどもじゃ　おにになど

かてるわけがない」と、いって　とめたけど、

ゆあは、

「いいえ、きっと　かってみせます」と　いって

ききません。



とうとう、おじいさんも　おばあさんも

あきらめて、おうえんすることにしました。

そこで、にっぽんいちの　きびだんごを

いっぱい　つくって、

「これを　たべれば　ちからが　わくぞ」と、

いい　こしに　さげさせて、

あたらしい　ふくを　きせてあげました。

そして、

「きをつけて　いくんじゃよ。おにを

たいじしてくるのを　まってるからな」と、

おくりだしました。



ゆあが　むらはずれまで　くると、

こしの　きびだんごを　たべました。

すると　ふしぎなことに　ちからが　みるみると　わいてきました。

そこへ　わんわん　と　なきながら　いぬが　きました。

「ゆあ、そんな　かっこうして　どこに　いくの？」

「おにがしまへ　おにたいじに　いくんだよ」

「かてるわけないよ　やめときなよ」

「じゃあ　このきびだんご　たべてみなよ」

「うわー　どんどん　ちからがわいてくる！」

「そうだろ　おにに　かてると　おもわない？」

「うん、ぜったい　かてるよ」

こうして、いぬが　いっしょに　いくことになりました。



いぬといっしょに　やまのほうへ　いくと、

こんどは　きーきー　けーんけーんと

なきながら　さると　きじが　きました。

「ゆあ、そんな　かっこうして　どこに　いくの？」

「おにがしまへ　おにたいじに　いくんだよ」

「かてるわけないよ　やめときなよ」

「じゃあ　このきびだんご　たべてみなよ」

「うわー　どんどん　ちからがわいてくる！」

「そうだろ　おにに　かてると　おもわない？」

「うん、これなら　きっと　かてるよ」

こうして、さると　きじも　いっしょに　いくことになりました。



ゆあと　いぬと　さると　きじは、

きびだんごを　たべながら、おにがしまを

めざして、やまをこえ、たにをこえ、

やっと　うみに　つきました。

ここからは　みんなで　きょうりょくして

ふねを　こいで　いきます。

でも、みんなで　ふねを　こいでも　なかなか

まえに　すすみません。

そこで　ゆあは　みんなに　いいました。

「それぞれ　やくわりを　きめよう」

きじは　めが　いいので、

ふねの　せんとうで　かじをとり、

いぬと　さるは　ふねの　みぎがわ、

ゆあは　ひだりがわで

ふねを　こぎました。

みんなで　ちからを　あわせて

いち　にっ　いち　にっ　あっというまに

おにがしまに　つきました。



おにがしまには、おおきな　もんが　ありました。

いぬが　もんを　こんこん　と　たたくと、

なかから「どれどれ」と　ちいさい　あおおにが　かおを　だしました。

ゆあは

「わたしは　ゆあ。おにたいじに　きた、かくごしろ！」と

さけびました。

それから、さるが　へいを　すばやく　のぼって　もんを　あけ、

きじは　とびまわりながら　そらから　せめかかり

ゆあも　かたなを　ひきぬいて、いぬといっしょに

きりかかって　いきました。

すると、そこらへんにいた　ちいさい　おにたちは　びっくりして、

おくへと　にげだしました。



おくでは、おにのたいしょうが　けらいたちと　わいわいと

おさけを　のんで　さわいでます。

ゆあが　きたのを　きいても、

「ゆあだと？」と　ばかにして、どれどれと　ようすをみに

あがってきました。

ゆあたちは、

にっぽんいちのきびだんごを

なんこも　たべてるので

ちからが　もりもり。

ちいさいおにたちを　みんなに　まかせ

ゆあは　ゆだんして　あがってきた　おにのたいしょうに

「とりゃー」と　とびかかり

あっというまに　たおしてしまいました。



おにのたいしょうは、ゆあの　まえへきて、

てをつき、なみだを　ぼろぼろ　ながしながら、

「まいりました。どうか　いのちだけは　たすけてください。

これからは　わるいことはしません」と　いって、

ゆあに　あやまりました。

「よし、これから　わるいことを　やめるなら、

いのちだけは　たすけてやる」と、おにたちを　ゆるしてあげました。

おには、「おわびのしるしに、ぬすんだものは　ぜんぶ　おかえしします」

と　いって、むらから　ぬすんだ　おこめや　おかね　それに、

ありったけの　たからものを　だしてきました。　



ゆあは、あちこちのむらへ　よって

ぬすまれたものを　かえしながら　うちへ　かえっていきました。

おじいさんと　おばあさんは　おおよろこびして、

ゆあを　でむかえました。

それからは　おにたちも　こなくなり、

ゆあは　おじいさん　おばあさんと、

いつまでも　しあわせに　くらしましたとさ。



ゆあちゃん　うまれてきてくれて　ありがとう。 

この　えほんのように、やさしく　たくましく 

そだっていくのを　これからも　みまもっているね。 

パパとママより
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